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○ 平成３０年 よき年になりますように・・・ 
新年明けましておめでとうございます。日頃より本校の教育につきまして、並々ならぬご理解、ご支援

をいただいております。どうぞ本年もよろしくお願いいたします。三井山山頂からの平成３０年の初日の

出は、うららかにそして暖かく我々を包み込んでくれました。心が穏やかになるとともに、新たなパワー

をいただき、気の引き締まる思いになりました。 

1 月９日、静かだった学校に子ども達の元気な声が戻ってきました。3

学期は 50 日余りの短い学期です。１年のまとめをする大切な学期である

とともに、進級・進学を視野に入れた次学年０学期の位置付けでもあり

ます。 

始業式の中で、「３月末の姿を意識して、しっかりと目標を定め、一

日一日を大切に過ごすこと」について話をしました。児童代表として、

３学期の取組を５年１組、６年２組が３学期の決意を述べてくれました。

５年１組では、「宿題や忘れ物０」が課題であり、その課題を克服して

いくための手立てについて、そして６年２組からは、自らの力を伸ばすため、「時間前行動」「聞くこと」

「大きな声」「ボランティア」の 4つのことに挑戦していくことが述べられました。６年生にとっては、

小学校生活の締めくくりです。稲西っ子の伝統のバトンを下学年に引き継いでいく使命のもと、下学年か

らのあこがれの存在であってほしい。そして、下学年は６年生からしっかりとバトンを引き継いでいって

ほしいと願っています。 

○ あいさつの輪を広げていこう・・・  
1 月の生活目標は、「地域の人に進んであいさつをしよう」です。あいさつの輪を校内から地域へと広

げていくこと、そして何よりあいさつをどこでもできるように日常化することをねらいとしています。 

そこで学校では、「めざせ！あいさつマイスター」の活動を展開します。地域の方、見まもり隊の方、

旗当番の方など 5 人以上に自分から先にあいさつできたら、マイスターのカードに、一コマ色を塗り、5

個でブロンズマイスター、10 個でシルバーマイスター、15 個でゴールドマイスター、２０個でプラチナマ

イスターとレベルを上げていきます。3月末まで続けて実施していく予定でいます。 

子ども達にとっては、ゲーム感覚でもあり、取組を進める中で、あいさつを率先して行おうとする動機

付けになるのではないかと思っています。しかし、大切なのは、あいさつマイスターを目指す中で、あい

さつできることのすばらしさや喜びを感じ、あいさつが自然にできるようになることです。 

そのためにも、「はずかしかったけど、自分からすすんであいさつできて、ほっとしたし、あいさつを

返してくれてとてもうれしくなった。」・・・といったように、心がほんわかするそんな気持ちを味わう

こと、そして自分のあいさつが自分のみならず、周りの人たちの心をもほんわかにさせてくれることを体

験的に学ぶことだと思っています。 

あいさつは、コミュニケーションを図り、円滑な人間関係を築く大切なツールです。どうぞ、子ども達

へのご支援をよろしくお願いします。そして、一緒にあいさつ運動を展開し、地域に広がるあいさつの輪

づくりを支えていただければ幸いに存じます。 

○1月 11 日・１２日 

「書き初め会」 一文字一文字に願いを込めて！ 
冬休み中に練習してきた文字をしたためます。手本のように書くことも

大切ですが、平成３０年をどんな年にしたいか、どんなことができる自分

になりたいか・・・など、一文字一文字に願いを込めて、書き初めを行い

ます。「今までの自分の殻を破る」そんな年になることを願っています。 

   稲 西  っ 子 


